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地域おこしとしての雛祭り
Hina-doll Festival to Revitalize Communities : A Case Study of 

the Big Hina-doll Festival of Katsuura Town in Tokushima Prefecture
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　本稿では，徳島県勝浦郡勝浦町のビッグひな祭りの事例を通して，地域固有の特徴ある民俗文化ではない

ごく一般的な民俗が，その地域を特徴付けるイベントとして成功し，地域おこしを果たしていく過程とその

要因について分析し，現代社会における民俗の利用の様相を照射することを目的としている。

　徳島県勝浦町は，戦前から県下で最も早くミカン栽培が導入され，昭和 40 年代までミカン産地としてか

なり潤っていたが，その後生産は低迷し，他の地方と同様人口流出が続いていた。こうしたなかで，地域お

こしとして 1988 年，ビッグひな祭りが開催され，途中 1 年は開催されなかったが，以後現在まで連続して

行っている。当初役場の職員を中心に，全国で誇れるイベントを作り出そうとして企画され，その対象はお

もに町民であった。しかも雛祭り自体は勝浦町に特徴あるものではなく，また地域に固有の雛人形を前面に

出したわけではない。各家庭で収蔵されていた雛人形を，勝浦町周辺地域からあつめて，巨大な雛段に飾る

ことで，イベントの特性を形成していった。

　さらに，町民が参加するかたちで，主催は役場職員から民間団体に移行し，開催会場のために土地建物を

所有する。こうして民間主催のイベントにすることで，行政では制約が課されていたさまざまな企画を可能

とするとともに，創作的な人形の飾り方を導入することで，多様な形態での町民の参加が可能となり，その

新奇性からも町内外の観覧者を集めることに成功した。そして徳島県下から，近畿圏など広域の観光イベン

トとして成長していった。さらに，このノウハウとともに，集まった雛人形自体を贈与し，地域おこしを必

要とする全国の市町村に積極的に供与することで，全国での認知も高まっていった。

　こうした状況を生み出す背景となったのは，実は戦後衣装着の人形飾りを用いた三月節供の行事が全国に

浸透し，大量に消費された雛人形が各家庭で役目を終えたままとなっているからであり，それらを再利用す

る方法がみいだされたことによる。さらに自宅で飾られなくなった雛人形を観光を通して享受していくとい

う，民俗の現在的な展開をも見て取ることができる。
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